
　九州旅客鉄道株式会社（以下、JR九州）では、「一人

ひとりの健康に対する意識と行動が会社の元気のもとに

なる」という考えのもと、社員自身が健康づくりに取り組

むとともに、会社や職場が支援を行う活動を推進してい

る。2009年に産業医として同社に着任し、2015年からは

健康管理室長としてその活動の中心的役割を果たしてい

る浅海洋さんに、JR九州が取り組む健康経営の進化と、

産業医の役割について話を伺った。

　いまでこそ、社員と家族の健康を全社的に後押しして

いるJR九州ですが、私が着任した当時は、まだ産業医の

役割が充分に理解されていませんでした。そのためリソー

スも少なく、産業保健についてもあまり前向きではありま

せんでした。

　この状況に変化が現れたのは、2009年の新型インフル

エンザの時です。その対策本部設立時に、経営陣の前で

新型インフルエンザについて説明する機会をいただき、開

始15分前という急なタイミングでしたが、「必要になること

がある」と見越して以前から用意していた資料で説明した

ところ、経営陣に納得と安心が広がりました。そこで経

営陣に産業医の意義を認められたように思います。翌月

から当時の総務部長とのミーティングがはじまり、社員を

健康にするための作戦会議が始まりました。

　こうした機会に、保健衛生の重要性や産業医の役割につい

て理解を促していったところ、2011年には経営方針として全

社的に産業保健活動の目標・指針を掲げるまでになりました。

　ただ、会社が経営方針を打ち出しても、現場の社員には、

すぐには具体的な取組や健康意識の高まりは見られませ

んでした。

　そこで、2012年度から「衛生担当者会議」という、社員

50人以上の事業所の箇所長、安全管理者、衛生管理者

を集めた勉強会を開始しました。ここで企業としての方針

の説明や各種施策の説明、および協力要請等を繰り返し

行いました。数年のうちには人間ドック受診率が50％を超

え、特定保健指導完遂率が70％超となりました。JR各社

でもトップクラスとなり、表彰を受けるまでになりました。

　2014年からは、衛生担当者会議で取り組んできた成果

を報告し、産業医の持つ各データに基づいて課題を具体

的に提示するようにしました。例えば「生活習慣病高リス

ク社員が徐々に減少している」という成果とともに、喫煙

率についても他社との比較をし、課題を提示しました。ま

た、各職場のよい取組事例の紹介や、衛生担当者に対し

て、その年の重点課題についてミニ講演も行いました。

　これらの活動の結果、社内アンケートで「衛生活動への

認識が深まった」、「好事例をもっと知りたい」といった声

が出てきました。保健衛生への意識が全社的に高まって

いくことを感じることができました。

　健康づくりの主体は、あくまでも社員です。私たちは、

経営者と社員と関係者をつなぐ接着剤です。社員の主体

性を尊重し、教えすぎないこと、成長の機会や挑戦の機

会を奪わないことをモットーに活動しています。

　いま、九州は度重なる自然災害等で生活も産業も大変

厳しい状況にありますが、JR九州は地域に元気をつくるた

めに頑張っています。JR九州が元気の源になり、企業と

して社員の「健康に力を入れている」という点が気づかれれ

ば、「社員の健康に真剣に取り組むと企業も元気になる」と

いうメッセージになると思います。やがて、九州だけでなく

日本全体を、ひいては世界を元気にしていく……。そんな

流れをJR九州とつくっていければと思っています。
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この素晴らしい企業とともに頑張ることで
世界の多くの人を元気にしたい

産業医の役割は経営陣と社員をつなぐこと

限られたリソースで衛生活動を推進
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